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日本広報学会会員ならびに法人登録者各位

日本広報学会
理事長　濱田　逸郎
日本広報学会第18回研究発表大会開催のご案内

拝啓　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

　さて、第18回研究発表大会は、下記の通り10月6日（土）7日（日）の日程で、同志社大学新町

キャンパス（京都市）で開催いたします。本年度は大会テーマとして「グローバル時代における広報人材育成のための組織コミュニケーションー次世代広報は経営のハブ役にー」を掲げ、益々重要性が増してきているグローバル時代における広報人材とその育成に焦点をあてました。

　もちろん、年に１度の研究発表大会ですので、統一論題に限らず、それ以外の広い視点から広報・コミュニケーションに関連する分野の研究成果もぜひご披露いただければと存じます。各分野の碩学の皆様方、教育・研究機関に在籍する若手研究者、企業や専門機関に在籍する実務家・専門職の皆様などに奮ってご参加・ご発表いただき、産官学一体の研究機関である「日本広報学会」にふさわしい研究発表大会にしていきたいと考えております。どうぞご理解・ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

敬具
記

1． 統一論題「グローバル時代における広報人材育成のための組織コミュニケーション

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―次世代広報は経営のハブ役にー」
〈趣旨〉
社内外の情報発信やステークホルダーとの情報共有など、企業経営の中で広報戦略をグローバルに
　考えるためには、次世代のコーポレート・コミュニケーション（以下CC）にはどのような人材が必要
　なのか、CC人材を育成･養成していくにはどのようにすればよいのか。あわせて、リーダーとしての
CCOの育成と、全社員が広報マインドを持つ組織づくりというトップダウンとボトムアップを同時に
実現する組織はどうあるべきかなど次世代に向けた組織コミュニケーションのあり方も考えます。
２．会期

　　　　　２０１２年１０月６日（土）10：30～19：30（懇親会を含む）

　　　　　　　　　　　　　７日（日）10：00～16：30
３．会場
　●同志社大学新町キャンパス「尋真(じんしん)館」　京都市上京区新町通今出川上る
　　JR京都駅下車、地下鉄烏丸線「京都」駅で「国際会館行」に乗車して約10分「今出川」駅下車、

　　４番出口から今出川通を西へ新町通まで、新町通へ右折して北へ、徒歩約7分。

　　Ｎ　　『同志社大学                            地下鉄
　　↑　　　・新町キャンパス』　　　　　　　　　　烏丸線
　　　　　　　新　　　　　　　　　　　　　　　「国際会館行」　　　　　
              町　　　　　　　　　　　　　　　　　「今　　
通　　　　　　　　　　　　　　　　　　出　「同志社大学　
　　　　　　　↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　川　　　　　・本部」
　　　　　　　　＼「上京区役所」　　　　　　　　　　駅」
　　　　　　　　　　←　←　←　←　←　＜４番出口＞　　　－　今出川通　－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑　「京都御所」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↑　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「京都」
４．第１８回研究発表大会プログラム（案）

第1日　10月6日（土）　於：同志社大学新町キャンパス「尋真館」　受付開始10：00　　（敬称略）

	10：30～10：40
	開会挨拶：会長代行 上野 征洋

	10：40～11：10
	日本広報学会賞 発表・表彰式：理事長 濱田 逸郎

	11：10～12：10
	特別講演　講師：大阪ガス 朝原 宣治

	12：10～13：10
	昼食休憩

	13：10～14：10
	基調講演　講師：未定

	14：20～15：50
16：00～17：30
	統一論題・パネルディスカッション テーマ：次世代の広報人材像とその育成を探る
第一部：統一論題に基づく事例報告･問題定義

第二部：次世代広報人材像とその育成について

	18：00～19：30
	懇親会　＜会場：京都平安ホテル（烏丸通今出川下る西側＞


第2日　10月7日（日）　於：同志社大学新町キャンパス「尋真館」　受付開始　9：30（敬称略）
	10：00～10：50
	特別講演 講師：賀茂御祖神社（下鴨神社）宮司 新木 直人
「世界遺産の伝統を伝えるグローバル広報」

	11：00～11：50


	震災ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ中間報告「東日本大震災における企業のｸﾗｲｼｽ対応」主査 駒橋 恵子
「東日本大震災からの地域復興に向けた行政広報、地域広報の多面的評価」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       主査 河井 孝仁

	11：50～12：40
	昼食休憩

	12：40～15：40
	統一論題発表
	自由論題発表
	研究会・部会報告
	4会場

	
	（1会場）
	（2会場）
	（1会場）
	

	15：50～16：20
	大会総括

	16：20～16：30
	次回開催校挨拶・閉会挨拶


· 統一論題・自由論題の発表時間は、原則として1発表あたり発表20分、質疑応答等10分
· 研究会・研究部会報告は、原則として１報告あたり報告10分、質疑応答等5分

· 上記は仮案です、時間等は変更になる場合があります。
５．統一論題および自由論題研究発表の募集

　発表ご希望の方は、下記事項をお含みの上、別紙「日本広報学会第18回研究発表大会発表申込書」に必要事項をご記入の上、発表テーマと要旨を300字程度にまとめて、7月23日（月）までに郵送・FAX・メールにて学会事務局にご提出ください。

（１）本大会での発表は、学会誌『広報研究』への論文等の投稿とは直接関係ありませんので、
『広報研究』投稿と同一テーマの発表も差し支えありません。

（２）統一論題および自由論題の会員発表はプログラムの都合上、第2日10月7日(日)となります。

（３）発表の可否については大会実行委員会で決定させていただきます。
発表者の決定は7月30日(月)までに行い、ご本人に連絡します。
なお、発表枠に限りがあるため、定員を超えた場合にはお断りすることがあります。
（４）2011～12年度「自由研究」「研究部会」の主査の皆様方には、大会で研究報告・研究経過を
お願いいたします。詳細につきましては、別途、ご連絡いたします。

　　（５）今大会から、大会実行委員会では大会発表で優れた発表を行なった報告者を学会誌投稿推薦者

　　　　　として選出いたします。学会誌委員会は選出された優れた発表者を審査のうえ、論文投稿を

　　　　　依頼します。依頼論文は学会誌委員会が編集の責を負います。
６．予稿について
　発表予定者には、予稿を作成していただきます。予定者には、予め執筆要領をお送りしますが、概略は以下の通りです。
・組織の広報・コミュニケーション分野の事例、調査結果、各種事象の分析及びそれらに関する見解まで幅広く受け付けますが、客観的なデータや事象をもとに記述すること。
・図表などを含めA4判2ページ以上4ページ以内にまとめること。
・提出いただいたファイルはそのまま印刷しますので、完全原稿を提出すること。
　予稿の提出期限は8月31日（金）です。
発表者決定から提出期限までが短期間となっておりますので、発表予定者はあらかじめご留意下さい。
　発表者には予稿集2部を無料でお渡しいたします。それ以上の部数をご要望の方は別途お申込下さい。
７．統一論題および自由論題研究発表者の応募資格

　標記に応募をされる方は、以下の条件を満たしている必要があります。

（１）10 月1 日（月）現在で日本広報学会の個人会員、学生会員、法人会員代表、法人会員登録者のいずれか、または同日までに入会申込書を事務局に提出した方。

（２）発表は大会中1名1回に限ります。

８．大会参加・予稿集購入・懇親会などの申込要領

（１）大会参加申込について

①大会参加申込は別紙「研究発表大会参加申込書」に必要事項をご記入の上、所定の期日までに
事務局までご提出下さい。

②９月２７日（木）までの予約前納と、それ以降および大会会場における当日納入がございます。
それぞれの金額は次の通りですが、できるだけ予約前納をお願いいたします。

③大会参加費：前納：３,０００円　　　当日納入：３,５００円　　但し、学生会員は半額
（２）予稿集の購入予約について

①予稿集の購入を希望される方は、「大会参加申込書」の所定欄に記入し、９月２７日（木）までに予約前納代金をお振込み下さい。

②予稿集代：予約前納および当日納入：１部１,０００円（予稿集は当日会場受付でお渡しします。）
（３）懇親会費：前納：４,０００円　　　当日納入：４,５００円　　但し、学生会員は半額
（４）領収書の発行について：希望者には当学会発行の領収書（個人会員は個人名、法人会員代表・

登録者は法人名）を発行いたしますので、事務局までお知らせ下さい。

９．諸費用の振込先

　各予約前納代金は下記口座の何れかにお振込み下さい。

（１）銀行振込：みずほ銀行　丸之内支店　普通預金2453666　　口座名義　日本広報学会

（２）郵便振替：口座番号　00150-6-540368　　加入者名　日本広報学会

１０．その他

　研究発表大会へのご出欠の確認および大会プログラムの詳細については、９月上旬に改めてご案内いたします。
　

注 意

　　！複数名での同時振込みは、明細が不明となりますので、ご遠慮願います。

　　！法人会員代表以外の方のお振込に際しては、個人名を先頭に記して（入力して）下さい。

　　！振込手数料はご本人のご負担とさせていただきます。

<本件お問い合せ･ご連絡先>日本広報学会事務局 

〒101-0064　東京都千代田区猿楽町2-2-7　第二浦野ビル402

TEL：03-5283-1104 FAX：03-5283-1123 E-mail：jsccsty@gamma.ocn.ne.jp

今回のお知らせでは、プログラム等に未定部分がありますが、テーマ・講師等が確定次第当学会ホームページで最新情報を掲示いたします。

ホームページアドレス：http://www.jsccs.jp/
以上
1

